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本事業の背景【2×4工法】
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長期優良住宅，木材需給の変化

により，輸入材が主流の2×4工
法でも国産材ニーズが高まる

2×4工法のシェアが高い北海道

では全国に先駆けて，地域材に

よる部材開発やモデル住宅建設

道内の2×4建築業界でも地域材

利用の機運が高まる 道産2×4モデル住宅
H21年度・帯広市内

NPO北海道住宅の会

木造住宅における

2×4工法シェア

H21年度

北海道：28％
帯広市：52％



本事業の背景【道産カラマツ】
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道産カラマツは，主用途である産業

用資材から建築用材への転換が長

年の課題

近年，構造用集成材や合板の需要

が拡大するも，原料・半製品・製品

の多くが本州に出荷

現状のカラマツ利用では，道内でも

増えつつある国産材ニーズと地域

雇用の安定に十分に応えられず

道産カラマツ丸太
H21年度需要量
の用途比率

合計167万m3

22%

7%

15%

8%

40%

8%

集成材

梱包材等

その他

パルプ

道内合板

道外合板



本事業の目的

成熟期を迎えた道産カラマツ材を

付加価値の高い建築用途へ転換

原料価値を高めて森林の健全な育

成と更新，地域経済と環境に貢献
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道産カラマツを用いた2×4用製材の開発

補助事業： 林野庁「2×4住宅部材の開発事業（H22年度）」

実施主体：株式会社サトウ

協力体制：林産試験場，十勝2×4協会，北海道林産物検査会

　　　　　 オムニス林産(協)，(株)関木材工業，北海道住宅の会

カラマツ人工林



本事業の実施内容
5

原木品質調査 試験製材

性能試験

JAS等級調査

十勝産カラマツ

切削加工
施工試験

人工乾燥
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本事業で開発する2×4用製材

2×4工法の主要製材

204＝38× 89mm
206＝38×140mm 
208＝38×184mm 
210＝38×235mm 
212＝38×286mm

日本2×4協会HPより

本事業の対象断面

壁組
2F床組

屋根組

204・206の使用材積

＝12m3（構造材の50％） 1F床組

壁組に用いる構造材

※1棟あたり（延べ床40坪）
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建築基準法では使用部位ごとにJAS等級が規定

2×4工法で使用される構造材

　　①D-Fir-L  　（ベイマツ等）

　　②S-P-F　 　（スプルース等）←エゾ・トドマツ

　　③Hem-Fir 　（ベイツガ等）

　　④Hem-Tam（ベイヒバ等）　　←カラマツ ，ヒノキ

　　⑤W-Cedar  （ベイスギ等） 　←スギ

国産樹種

JASでは5つの樹種群（強度順）

床・屋根＝甲種・特・1・２級
　　 壁組＝甲種・特・1・２・3級　

現状はSPF甲種2級が主流

　　「カラマツ製材の等級？」　「SPFより強い or 弱い？」
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204

末口16cm
60本

末口20cm
40本

末口24cm
30本

末口24cm
40本

末口28cm
30本

末口32cm
23本

1 2 1 2 3 1 2 3 4

1 2 3 4 51 2 3 41 2 3

206

2×4用製材の製造試験

46×160mm

46×105mm



13%
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10%
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30%

9%

32%

41%
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11%

206

204

特級 1級 2級 3級(年輪幅) 3級(他欠点) 格外

204
(n=360)

206
(n=351)

42% 

53% 
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壁組に使用可

2×4用製材の製造試験

全てに使用可

40% 

47% 

甲種枠組材の等級別出現率

原木指標（径級，年輪幅，打撃ヤング係数）で

選別しても年輪幅3級の出現率に効果なし



赤丸：髄から12年輪（初期成長部）

102×4用製材の製造試験

年輪幅が広い初期成長部のバラツキ大きい

丸太全体の評価指標では選別困難

年輪幅3級の出現を前提に活用法を検討



2×4用製材の強度試験

曲げ試験
（曲げ強さ・曲げﾔﾝｸﾞ係数）

せん断試験
（せん断強さ）

引張試験
（引張強さ）

縦圧縮試験
（縦圧縮強さ）

めり込み試験
（めり込み強さ）
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上下枠材
（めり込み耐力）

2×4工法壁組

建築基準法で求められる強度性能

たて枠材
（座屈耐力）

鉛直荷重

面
材
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2×4用製材の強度試験
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年輪幅3級はめり込み部材と

しては不利にならない！？

年輪幅　2.5mm 6.4mm
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2×4用製材の強度試験
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壁組部材としてＳＰＦと同等以上，実用十分な性能
JAS樹種区分，基準強度の見直し（森林林業再生プラン）

材
料
強
度

め
り
込

み
強

さ

曲げヤング係数

（GPa）
縦圧縮強さ

（MPa）



カラマツ製材の施工試験
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十勝2×4協会HPより

十勝2×4協会の協力により，
一般住宅10棟でカラマツ製

材を試験施工

十勝毎日新聞より



カラマツ製材の施工試験
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これまで輸入材が
主流であった2×4
工法でも地域材利
用をアピール可能



カラマツ製材の施工試験

構造見学会で実施したアンケート結果

回答者（有効数25名＝一般4名＋建築関係13名＋未回答8名）

質問「カラマツ2×4材の印象？」

　　　良い（20），悪い（3） ，未回答（2）
質問「印象が良かった理由？」　　　　　　　　　　※重複回答あり

　　　見た目が良い（12），丈夫そう（15），商品レベルが高い（1）
　　　地域材利用が良い（1），香りがマイルド（1） 　

質問「印象が悪かった理由？」

　　　ねじれ（1），釘打ちで割れやすい（1），釘が打ちづらい（1）
質問「今後使ってみたい？」

　　　使いたい（7），外材と同額なら使いたい（12），未回答（6）

良好な評価が多く，「カラマツ製材が建築用途には
不向き」というイメージを払拭することができた



施工中，完成後でも全く問題はなく，2×4用製材，

建築用材として十分な可能性と実用性がある

カラマツ2×4製材のJAS認定を国内で初めて取得，
以下の課題に取り組みながら，普及展開を図る

本事業のまとめ
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壁組部材として北米製材と同等以上の十分な性
能，国産樹種に合ったJASの見直し

ねじれの主要因は樹心付近の旋回木理，製材
乾燥技術でさらなる改善を図る

北米製材との価格差は原料コスト等の違いから
容易には埋められないが，地場調達・高品質・
地域経済効果等の利点をアピール
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2×4住宅の地材地消と

カラマツ資源の循環利用へ
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ご静聴ありがとうございました


